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⑩ 学会報告
1) 加須屋 実， 寺西秀豊， 青島恵子， 加藤輝隆，
窪田裕子， 小橋恭一， 近藤真理子， 田 中美穂、， 萩野
昇 : イ タ イ イ タ イ 病の 治療 に 関す る 研究 イ タ イ
イ タ イ 病 に お け る 1 α-HYDROXYCHOLE­
CALCIFEROL の 治療効果 イ 病及び慢性 Cd 中毒
に 係 る 総合会議， 1983. 3 ， 東京.
2) 加須屋 実， 寺西秀豊， 青島恵子， 加藤輝隆，
窪田裕子， 小橋恭一， 近藤真理子， 田 中 美穂， 萩野
昇 : イ タ イ イ タ イ 病患者の血中 な ら び に 尿 中 カ ド
ミ ウ ム の 動向. イ 病及び慢性 Cd 中毒に係 る 総合会
議， 1983. 3 ， 東京.
3) 篠田裕之， 漆原徹到， 小橋恭一， 永原 茂 :
尿素加水分解反応の 分子軌道法 に よ る 研究 ( そ の
3 )  . 日 本薬学会第103年会， 1983. 4 ， 東京.
4) 坂 口 一夫， 三井健一郎， 小橋恭一 : ウ レ ア ー
ゼの活性部位 を 含 むペ プチ ド の 単離 と ア ミ ノ 酸組成.
日 本薬学会第103年会， 1983. 4 ， 東京.
5) 酒井立夫， 小橋恭一 : ア フ ラ ト キ シ ン生産菌
に た い す る 保存料の 効果の検討 合成粉末基質 に よ
る 検討. 日 本薬学会第103年会， 1983. 4 ， 東京.
6) 小橋恭一， 竹部幸子， 堀田結子， 沼田顕子，
田 中 清裕， 小泉 徹， 佐藤 勝 : N-Aq匂hosphoric
triamide の zn VlVO お よ び in vitro での細菌 ウ レ ア
ー ゼ に 対す る 阻害. 日 本薬学会第103年会， 1983. 
4 ， 東京.
7) 深谷洋一， 小橋恭一， 赤尾光昭， 竹部幸子 :
ヒ ト 腸内菌由来 Arylsulfotransferase に つ い て . 日
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8) 坂本達哉， 服部征雄， 難波恒雄， 小橋恭一 :
腸内細菌 に よ る 生薬成分の代謝 (第 5 報) ー グ リ チ ル
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9) 小泉富美朝， 肥田高嶺， 若木邦彦， 深瀬真之，
松本三千夫， 小橋恭一， 赤尾光昭 : 腎 お よ び甲状腺
の著明 な萎縮を き た し た シ ス チ ン蓄積症の 1 剖検例.
第72回 日 本病理学会総会， 1983. 4 ， 大阪.
10) 竹田芳香， 広 田和雄， 赤尾光昭， 小橋恭一 :
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9) 竹内秀雄， 友吉唯夫， 岡田裕作， 吉田 修，
小橋恭一 : ウ レ ア ー ゼ阻害剤 に よ る 尿路結石の 予防
IV. 新 ヒ ド ロ キ サ ム酸 と 抗生剤セ フ ア レ キ シ ン と の
併用 に よ る ラ ッ ト 感染結石の 治療. 泌尿紀要 29 : 
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ラ ッ ト の コ レ ス テ ロ ー ル ・ 胆汁酸代謝 に お よ ぽす
Clostridium butyricum 経口 投与効果. 日 本生化学会
北陸支部第 1 回年次大会， 1983. 5 ， 金沢.
11)  小橋恭一 : 実験的 コ レ ス テ ロ ー ル ・ 胆石症 に
及 ぼす ク ロ ス ト リ ジ ウ ム プチ リ ク ム投与効果. 北陸
腸内細菌研究会， 1983. 6 ， 宇奈月 .
12) 小橋恭一， 田 中美穂， 竹部幸子， 赤尾光昭，
酒井立夫 : 化学物質毒性の尿蛋 白分析 に よ る 評価.
日 本薬学会北陸支部第59回例会， 1983. 6 ， 金沢.
13) 服部征雄， 坂本達哉， 遠藤義之， 小橋恭一，
難波恒雄 : ヒ ト 腸内細菌叢 に よ る 和漢薬成分 の 代
謝 ・ 分析. 第12回生薬分析討論会， 1983. 7 ， 神戸.
14) 小橋恭一， 中 田 孝紀， 竹部幸子， 寺津捷年 :
証 と 腸内 フ ロ ー ラ と の 関係. 第17回和漢薬 シ ン ポ ジ
ウ ム ， 1983. 9 ， 富 山 .
15) 藤井 豊， 小橋恭一， 中井 昇 : ラ ッ ト ピ ル
ビ ン酸キ ナ ー ゼの光酸化失活 そ の 2 . 日 本生化学
会第56回大会， 1983. 9 ， 福岡.
16 )  沼 田 顕 子 ， 竹 部 幸 子 ， 小 橋 恭 一 : N ­
Acylphosphoric triamide に よ る ラ ッ ト 体内尿素分
解の抑制. 日 本生化学会第56回大会， 1983. 9 ， 福
岡.
17) 岡村俊男， 横山 浩， 布浦由樹， 酒井立夫 :
生薬に お け る ア フ ラ ト キ シ ン の 生産. 第四回 マ イ コ
ト キ シ ン研究会， 1983. 9 ， 横浜.
18) 赤尾光昭， 赤尾泰子， 小橋恭一， 服部征雄，
難波恒雄 : ヒ ト 腸内細菌に よ る 大黄成分の代謝ーセ
ニ ジ ン の 還元. 日 本生化学会第56回大会， 1983. 10， 
福 岡.
19) 小橋恭一， 酒井立夫， 竹部幸子， 赤尾光昭，
田 中美穂， 田 中慶一， 小野坂敏見， 問 庚善， 福 山
千佳子， 真 弓 忠範， 川 野博子， 河合裕一， 浜 莞夫，
藤井正美， 古川俊之 : 汚染 レ ベ ル を 前提 と す る 環境
化学物質の安全性試験法の 開発. 第10回環境汚染物
質 と そ の ト キ シ コ ロ ジ ー シ ン ポ ジ ウ ム ， 1983. 10， 
東京.
20) 中井 昇， 藤井 豊， 小橋恭一， 野村圭一 :
Aldose Reductase 阻害剤の研究 I . 日 本薬学会北陸
支部第61回例会， 1983. 11， 金沢.
助 教 授 三 井 健一郎
助 手 坂 口 一 夫
⑨ 著 書
ー フ リ ン ゴ リ ジ ン 0 ) . I蛋 白毒素」 竹田美文， 加藤
巌編， 215 -232， 医歯薬出版， 1983. 
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681 -686， 1983. 
⑨ 学会報告
1 )  坂口一夫， 三井健一郎， 小橋恭一 : ウ レ ア ー
ゼの活性部位 を 含 むペ プチ ド の単離 と ア ミ ノ 酸組成.
日 本薬学会第103年会， 1983， 4 ， 東京.
2) 三井健一郎 : Perfringolysin 0 の 赤血球間転
移. 第56回 日 本生化学会大会， 1983， 10， 福 岡.
3) 稲垣智子， 三井健一郎 : 破傷風菌高分子溶血
素の テ タ ノ リ ジ ン への解離. 第56回 日 本生化学会大
会， 1983， 10， 福 岡.
4) 安藤 進， 斉藤恵実， 竹縄忠臣， 三井健一郎，
長谷純一 : 赤血球膜 カ ル シ ウ ム透過性の θ毒素 に よ
る 活性化. 第56回 日 本生化学会大会， 1983， 10， 福
岡.
5) 伊東勝美， 安藤 進， 斉藤恵実， 長谷純一，
三井健一郎 : Perfringolysin 0 の溶血機構一一カ ル
シ ウ ム の膜透過性 と 溶血阻害. 日 本薬学会北陸支部
第61回例会， 1983， 11 ， 金沢.
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2) Kurosaki F. and Nishi A. : Isolation and 
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Odorous metabolites of fungi， Chaefomium globo­
sum Kinze ex Fr. and BofηIfis cinerea Pers. ex 
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⑨ そ の 他
西 荒介 I生物学辞典 第 3 版」 山 田 常雄他編，
岩波書庖， 1983. 
⑨ 学会報告
1) 岡村昭治， 加藤知子， 西 荒介 : 培養植物細
胞抽出液中 の チ ュ ー プ リ ン と コ ル ヒ チ ン の結合一脳
チ ュ ー プ リ ン と の結合様式の比較 日 本薬学会第
103年会， 1983， 4 ， 東京.
2) 黒崎文也， 桜井伊都美， 西 荒介 : ニ ン ジ ン
の フ ァ イ ト ア レ キ シ ン に対す る 各種微生物の 抵抗性
獲得 に つ い て . 日 本薬学会第103年会， 1983， 4 ， 東
京 .
3 ) 昇 達二， 西 荒介 : 真正粘菌 Physarum
ρolycephalum の 菌核形成 と 核分裂サ イ ク /レ. 日 本植
物生理学会1983年度年会， 1983， 4 ， 松山.
4) 黒崎文也， 西 荒介 : ニ ン ジ ン培養細胞 に よ
る フ ァ イ ト ア レ キ シ ン の 生成. 日 本植物生理学会
1983年度年会， 1983， 4 ， 松山.
5) 西 荒介 : 植物培養細胞 に よ る フ ァ イ ト ア レ
キ シ ン の生産 I生物化学反応の活用 に よ る 有用物質
生産」 シ ン ポ ジ ウ ム ， 1983， 7 ， 札幌.
6) 黒崎文也， 西 荒介 : ニ ン ジ ン培養細胞 に お
け る フ ァ イ ト ア レ キ シ ン の誘導機構 に つ い て . 第 8
回植物組織培養 シ ン ポ ジ ウ ム ， 1983， 7 ， 富 山.
7) 岡村昭治， 加藤知子， 西 荒介 : ニ ン ジ ン培
養細胞抽出液中 の コ ノレ ヒ チ ン結合活性 と ポ ド フ ィ ロ
ト キ シ ン. 第 8 回植物組織培養 シ ン ポ ジ ウ ム ， 1983， 
7 ， 富 山.
8) 浅水哲也， 中 山徳子， 西 荒介 : ニ ン ジ ン細
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回植物組織培養 シ ン ポ ジ ウ ム ， 1983， 7 ， 富 山.
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ュ ー プ リ ン の コ ル ヒ チ ン結合活性 に 対す る ポ ド フ ィ
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11) 岡村昭治 : 植物培養細胞 と 微小管. 植物 に お
け る 細胞構築研究会， 1983， 11 ， 岡崎.
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A_ and Farnsworth N R : Plant Anticancer 
Agents XXIV. Alkaloid Constituents of Simaba 
multiflora. J. Nat. Prod. ， 46 : 222 - 225， 1983. 
4) 中 山 充， 堀江徳愛， 林 忠男， 有津宗久，
清水年夫， 森田直賢 : 5 ，  7 ージ ヒ ド ロ キ シ-4'， 8 ー
ジ メ ト キ シ フ ラ ボ ン の 合成. Cirsitakaogenin と
Cirsitakaoside の 構造 の 訂正. 薬誌 ， 103 : 675 
678， 1983. 
5) 林 利光， 元尾 豊， 北川恵子， 山 固 ま す み，
有津宗久， 清水容夫， 森田直賢， 竹部幸子， 小橋恭
一 : 菌藤高湯に 含 ま れ る β-glucuronidase 阻害物質.
薬誌， 103 : 1264 - 1268， 1983. 
⑨ 学会報告
1) 林 利光， 元屋 豊， 新屋淳子， 有津宗久，
清水年夫， 森田直賢 : 黄痘に適応 さ れ る 漢方処方お
よ び生薬の活性物質 に 関す る 研究. β-glucuronidase
阻害活性物 質 に つ い て . 日 本 薬 学 会 第103年会，
1983. 4 ， 東京.
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